
一
頁

○
文
部
科
学
省
告
示
第
六
十
九
号

ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
分
配
機
関
に
関
す
る
指
針
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

文
部
科
学
大
臣

柴
山

昌
彦

ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
分
配
機
関
に
関
す
る
指
針

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
指
針
は
、
ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
が
、
医
学
及
び
生
物
学
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
可
能
性
が
あ
る
一
方
で

、
人
の
生
命
の
萌
芽
で
あ
る
ヒ
ト
胚
を
滅
失
し
て
樹
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
全
て
の
細
胞
に
分
化
す
る
可

ほ
う

能
性
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
分
配
機
関
が
行
う
ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
分
配
に
関
し
、
生
命
倫
理
上
の
観
点
か
ら
遵
守
す

べ
き
基
本
的
な
事
項
を
定
め
、
も
っ
て
そ
の
適
正
な
実
施
の
確
保
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
指
針
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

胚

ヒ
ト
に
関
す
る
ク
ロ
ー
ン
技
術
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
四
十
六
号
。
以
下
「

法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
胚
を
い
う
。

二

ヒ
ト
胚

ヒ
ト
の
胚
（
ヒ
ト
と
し
て
の
遺
伝
情
報
を
有
す
る
胚
を
含
む
。
）
を
い
う
。

三

ヒ
ト
受
精
胚

法
第
二
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
ヒ
ト
受
精
胚
を
い
う
。



二
頁

四

人
ク
ロ
ー
ン
胚

法
第
二
条
第
一
項
第
十
号
に
規
定
す
る
人
ク
ロ
ー
ン
胚
を
い
う
。

五

ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞

ヒ
ト
胚
か
ら
採
取
さ
れ
た
細
胞
又
は
当
該
細
胞
の
分
裂
に
よ
り
生
ず
る
細
胞
で
あ
っ
て
、
胚

で
な
い
も
の
の
う
ち
、
多
能
性
（
内
胚
葉
、
中
胚
葉
及
び
外
胚
葉
の
細
胞
に
分
化
す
る
性
質
を
い
う
。
）
を
有
し

、
か
つ
、
自
己
複
製
能
力
を
維
持
し
て
い
る
も
の
又
は
そ
れ
に
類
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
も
の

を
い
う
。

六

生
殖
細
胞

始
原
生
殖
細
胞
か
ら
精
子
又
は
卵
子
に
至
る
ま
で
の
細
胞
を
い
う
。

七

樹
立
機
関

ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
を
樹
立
す
る
機
関
を
い
う
。

八

使
用
機
関

ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
を
使
用
し
て
基
礎
的
研
究
を
行
う
機
関
（
海
外
機
関
を
除
く
。
）
を
い
う
。

九

分
配
機
関

他
の
機
関
か
ら
寄
託
さ
れ
た
ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
（
基
礎
的
研
究
の
用
に
供
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を

第
三
者
に
分
配
す
る
業
務
（
以
下
「
分
配
業
務
」
と
い
う
。
）
を
実
施
す
る
機
関
を
い
う
。

十

海
外
機
関

外
国
に
お
い
て
基
礎
的
研
究
又
は
医
療
（
臨
床
研
究
及
び
治
験
を
含
む
。
）
に
用
い
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
を
使
用
す
る
機
関
を
い
う
。

十
一

設
置
計
画

分
配
機
関
の
設
置
に
関
す
る
計
画
を
い
う
。

十
二

分
配
責
任
者

分
配
機
関
に
お
い
て
分
配
業
務
を
総
括
す
る
立
場
に
あ
る
者
を
い
う
。

十
三

研
究
者
等

分
配
責
任
者
の
監
督
の
下
で
ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
を
取
り
扱
う
研
究
者
及
び
技
術
者
を
い
う
。

（
ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
に
対
す
る
配
慮
）



三
頁

第
三
条

ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
を
取
り
扱
う
者
は
、
ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
が
、
人
の
生
命
の
萌
芽
で
あ
る
ヒ
ト
胚
を
滅
失
さ
せ
て

樹
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
及
び
全
て
の
細
胞
に
分
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
配
慮
し
、
誠
実
か
つ
慎
重
に

ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
分
配
機
関
の
基
準
）

第
四
条

分
配
機
関
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
と
す
る
。

一

分
配
業
務
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
、
人
員
、
技
術
的
能
力
及
び
財
政
的
基
礎
を
有
す
る
こ
と
。

二

倫
理
審
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三

分
配
業
務
に
関
す
る
技
術
的
能
力
及
び
倫
理
的
な
識
見
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
教
育
及
び
研
修
（
以
下

「
教
育
研
修
」
と
い
う
。
）
を
実
施
す
る
た
め
の
計
画
（
以
下
「
教
育
研
修
計
画
」
と
い
う
。
）
が
定
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
。

（
分
配
機
関
の
設
置
に
関
す
る
手
続
）

第
五
条

分
配
機
関
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
機
関
の
長
は
、
設
置
計
画
書
を
作
成
し
、
設
置
計
画
の
こ
の
指
針
に
対
す

る
適
合
性
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
大
臣
の
確
認
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
機
関
の
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
設
置
計
画
の
妥
当
性
に
つ
い
て
分
配
機
関
を
設

置
し
よ
う
と
す
る
機
関
の
倫
理
審
査
委
員
会
の
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

３

設
置
計
画
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。



四
頁

一

分
配
機
関
の
名
称
及
び
所
在
地

二

分
配
責
任
者
の
氏
名

三

分
配
機
関
の
基
準
に
関
す
る
説
明

４

設
置
計
画
書
に
は
、
分
配
責
任
者
の
略
歴
、
研
究
業
績
及
び
教
育
研
修
の
受
講
歴
を
示
す
書
類
を
添
付
す
る
も
の

と
す
る
。

５

第
一
項
の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
機
関
の
長
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す

る
。

一

設
置
計
画
書

二

分
配
責
任
者
の
略
歴
、
研
究
業
績
及
び
教
育
研
修
の
受
講
歴

三

分
配
業
務
を
継
続
的
に
行
い
得
る
財
政
的
基
礎
を
示
す
書
類

四

倫
理
審
査
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
過
程
及
び
結
果
を
示
す
書
類

五

倫
理
審
査
委
員
会
に
関
す
る
規
則

６

文
部
科
学
大
臣
は
、
第
一
項
の
確
認
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
設
置
計
画
の
こ
の
指
針
に
対
す
る
適
合
性
に
つ
い

て
、
科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
生
命
倫
理
・
安
全
部
会
の
意
見
を
求
め
る
と
と
も
に
、
当
該
意
見
に
基
づ
き
確
認
を

行
う
も
の
と
す
る
。

（
分
配
機
関
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
機
関
の
倫
理
審
査
委
員
会
）



五
頁

第
六
条

分
配
機
関
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
機
関
の
倫
理
審
査
委
員
会
は
、
こ
の
指
針
に
即
し
て
、
設
置
計
画
の
妥
当

性
に
つ
い
て
総
合
的
に
審
査
を
行
い
、
そ
の
適
否
、
留
意
事
項
、
改
善
事
項
等
に
関
し
て
分
配
機
関
を
設
置
し
よ
う

と
す
る
機
関
の
長
に
対
し
意
見
を
提
出
す
る
。

２

倫
理
審
査
委
員
会
は
、
審
査
の
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
保
管
す
る
も
の
と
す
る
。

３

倫
理
審
査
委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
と
す
る
。

一

設
置
計
画
の
妥
当
性
を
総
合
的
に
審
査
で
き
る
よ
う
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。
な

お
、
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
他
を
同
時
に
兼
ね
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
会
議
の
成

立
に
つ
い
て
も
同
様
の
要
件
と
す
る
。

イ

生
物
学
・
医
学
の
専
門
家
等
、
自
然
科
学
の
有
識
者
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ

倫
理
学
・
法
律
学
の
専
門
家
等
、
人
文
・
社
会
科
学
の
有
識
者
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ

一
般
の
立
場
に
立
っ
て
意
見
を
述
べ
ら
れ
る
者
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ

当
該
分
配
機
関
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
機
関
が
属
す
る
法
人
に
所
属
す
る
者
以
外
の
者
が
二
名
以
上
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
。

ホ

五
名
以
上
で
構
成
さ
れ
、
男
女
両
性
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

へ

当
該
設
置
計
画
を
実
施
す
る
研
究
者
等
又
は
分
配
責
任
者
と
の
間
に
利
害
関
係
を
有
す
る
者
が
審
査
に
参
画

し
な
い
こ
と
。



六
頁

二

当
該
倫
理
審
査
委
員
会
に
関
す
る
規
則
が
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
当
該
規
則
が
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

４

設
置
計
画
を
実
施
す
る
分
配
責
任
者
及
び
研
究
者
等
は
、
倫
理
審
査
委
員
会
の
審
議
及
び
意
見
の
決
定
に
同
席
し

な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
倫
理
審
査
委
員
会
の
求
め
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
会
議
に
出
席
し
設
置
計
画
に
関
す

る
説
明
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

５

倫
理
審
査
委
員
会
の
議
事
の
内
容
は
、
倫
理
審
査
委
員
会
に
関
す
る
規
則
に
よ
り
非
公
開
と
す
る
こ
と
が
定
め
ら

れ
て
い
る
事
項
を
除
き
、
公
開
す
る
も
の
と
す
る
。

（
分
配
機
関
の
長
）

第
七
条

分
配
機
関
の
長
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

設
置
計
画
の
妥
当
性
を
確
認
し
、
こ
の
指
針
で
定
め
る
手
続
に
従
い
、
そ
の
実
施
を
了
承
す
る
こ
と
。

二

分
配
業
務
の
状
況
を
把
握
し
、
必
要
に
応
じ
、
分
配
責
任
者
に
対
し
そ
の
留
意
事
項
、
改
善
事
項
等
に
関
し
て

指
示
を
与
え
る
こ
と
。

三

分
配
業
務
を
監
督
す
る
こ
と
。

四

分
配
機
関
に
お
い
て
こ
の
指
針
を
周
知
徹
底
し
、
こ
れ
を
遵
守
さ
せ
る
こ
と
。

五

分
配
業
務
に
関
す
る
教
育
研
修
計
画
を
作
成
し
、
教
育
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
。

２

分
配
機
関
の
長
は
、
分
配
責
任
者
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
分
配
責
任
者
）



七
頁

第
八
条

分
配
責
任
者
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

分
配
業
務
を
総
括
し
、
研
究
者
等
に
対
し
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
。

二

分
配
業
務
が
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
随
時
確
認
す
る
こ
と
。

三

分
配
業
務
に
関
す
る
教
育
研
修
に
研
究
者
等
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
。

２

分
配
責
任
者
は
、
ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
に
関
す
る
倫
理
的
な
識
見
並
び
に
十
分
な
専
門
的
知
識
及
び
技
術
的
能
力
を
有

す
る
と
と
も
に
前
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
を
的
確
に
実
施
で
き
る
者
と
す
る
。

（
分
配
機
関
の
倫
理
審
査
委
員
会
）

第
九
条

第
六
条
の
規
定
は
、
分
配
機
関
の
倫
理
審
査
員
会
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

分
配
機
関
の
倫
理
審
査
委
員
会
は
、
分
配
業
務
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
調
査
を
行
い
、

そ
の
留
意
事
項
、
改
善
事
項
等
に
関
し
て
分
配
機
関
の
長
に
対
し
意
見
を
提
出
す
る
。

３

分
配
機
関
の
倫
理
審
査
委
員
会
は
、
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
の
う
ち
、
設

置
計
画
の
軽
微
な
変
更
等
に
係
る
審
査
に
つ
い
て
、
当
該
倫
理
審
査
委
員
会
が
指
名
す
る
委
員
に
よ
る
審
査
を
行
い

、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
審
査
の
結
果
は
、
全
て
の
委
員
に
報
告
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
設
置
計
画
の
変
更
）

第
十
条

分
配
機
関
の
長
は
、
第
五
条
第
三
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は

、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
変
更
の
妥
当
性
に
つ
い
て
倫
理
審
査
委
員
会
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
、
当
該
変
更
の
こ
の
指



八
頁

針
に
対
す
る
適
合
性
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
大
臣
の
確
認
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
設
置
計
画
の
実
質
的

な
内
容
に
係
ら
な
い
変
更
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
項
本
文
の
確
認
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
当
該
変
更
の
こ
の
指
針
に
対
す
る
適
合
性
に
つ

い
て
科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
生
命
倫
理
・
安
全
部
会
の
意
見
を
求
め
る
と
と
も
に
、
当
該
意
見
に
基
づ
き
確
認
を

行
う
も
の
と
す
る
。

（
設
置
計
画
の
実
質
的
な
内
容
に
係
ら
な
い
変
更
）

第
十
一
条

分
配
機
関
の
長
は
、
第
五
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ

の
旨
を
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。

２

分
配
機
関
の
長
は
、
第
五
条
第
三
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
（
設
置
計
画
の
実
質
的
な
内
容
に
係
ら

な
い
事
項
に
限
る
。
）
の
変
更
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
倫
理
審
査
委
員
会
及
び
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
る
も

の
と
す
る
。

（
ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
分
配
）

第
十
二
条

分
配
機
関
は
、
使
用
機
関
又
は
海
外
機
関
に
対
し
て
ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
を
分
配
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
分
配
は
、
必
要
な
経
費
を
除
き
、
無
償
で
行
う
も
の
と
す
る
。

（
海
外
機
関
に
対
す
る
分
配
）



九
頁

第
十
三
条

分
配
機
関
に
よ
る
海
外
機
関
へ
の
ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
分
配
は
、
分
配
先
と
の
契
約
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り

、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
場
合
に
限
り
、
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

一

分
配
す
る
ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
使
用
が
当
該
海
外
機
関
の
存
す
る
国
又
は
地
域
の
制
度
等
に
基
づ
き
承
認
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
当
該
海
外
機
関
の
存
す
る
国
又
は
地
域
の
制
度
等
を
遵
守
す
る
こ
と
。

三

分
配
を
受
け
た
ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
を
、
他
の
機
関
に
対
し
て
分
配
し
な
い
こ
と
。

四

ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
を
使
用
し
て
作
成
し
た
胚
の
人
又
は
動
物
の
胎
内
へ
の
移
植
そ
の
他
の
方
法
に
よ
る
個
体
の
生

成
、
ヒ
ト
胚
及
び
ヒ
ト
の
胎
児
へ
の
ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
導
入
並
び
に
ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
か
ら
作
成
し
た
生
殖
細
胞
を

用
い
た
ヒ
ト
胚
の
作
成
を
行
わ
な
い
こ
と
。

五

基
礎
的
研
究
及
び
医
療
目
的
以
外
の
利
用
を
行
わ
な
い
こ
と
。

六

人
ク
ロ
ー
ン
胚
を
用
い
て
樹
立
さ
れ
た
ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
を
分
配
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
個
人
情
報
の
保
護
の
た

め
の
十
分
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

七

前
各
号
に
掲
げ
る
要
件
に
反
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
直
ち
に
ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
使
用
を
終
了

す
る
こ
と
。

２

分
配
責
任
者
は
、
海
外
機
関
に
対
し
て
ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
を
分
配
し
た
と
き
は
、
分
配
の
結
果
を
記
載
し
た
報
告
書

を
作
成
し
、
分
配
機
関
の
長
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。



一
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頁

３

分
配
機
関
の
長
は
、
前
項
の
報
告
書
の
提
出
を
受
け
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
写
し
を
倫
理
審
査
委
員
会
及

び
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

（
分
配
業
務
の
状
況
の
報
告
）

第
十
四
条

分
配
機
関
の
長
は
、
少
な
く
と
も
毎
年
一
回
、
倫
理
審
査
委
員
会
及
び
文
部
科
学
大
臣
に
分
配
業
務
の
状

況
を
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

２

分
配
機
関
は
、
分
配
業
務
に
関
す
る
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

３

分
配
機
関
は
、
分
配
業
務
に
関
す
る
資
料
の
提
出
、
調
査
の
受
入
れ
そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
措

置
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

（
分
配
業
務
の
終
了
）

第
十
五
条

分
配
機
関
の
長
は
、
分
配
業
務
を
終
了
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
終
了
後
の
ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
取
扱
い
に

つ
い
て
、
倫
理
審
査
委
員
会
の
意
見
を
求
め
る
と
と
も
に
、
文
部
科
学
大
臣
の
確
認
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

２

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
項
の
確
認
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
分
配
業
務
の
終
了
後
の
ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
取
扱
い
の

妥
当
性
に
つ
い
て
、
科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
生
命
倫
理
・
安
全
部
会
の
意
見
を
求
め
る
と
と
も
に
、
当
該
意
見
に

基
づ
き
確
認
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
指
針
不
適
合
の
公
表
）

第
十
六
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
取
扱
い
が
こ
の
指
針
に
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
と
認
め



一
一
頁

る
者
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
三
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
告
示
の
施
行
前
に
ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
使
用
に
関
す
る
指
針
を
定
め
る
件
（
平
成
三
十
一
年
文
部
科
学
省

告
示
第
六
十
八
号
）
附
則
第
二
条
に
よ
る
廃
止
前
の
ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
分
配
及
び
使
用
に
関
す
る
指
針
（
平
成
二
十

六
年
文
部
科
学
省
告
示
第
七
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
る
文
部
科
学
大
臣
の
確
認
を
受
け
た
設
置
計
画
は
、
第
五
条
第

一
項
の
確
認
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

（
指
針
の
見
直
し
）

第
三
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
に
お
け
る
研
究
の
進
展
、
社
会
の
動
向
等
を
勘
案
し
、
必
要
に
応

じ
て
こ
の
指
針
の
規
定
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
見
直
し
は
、
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
の
意
見
に
基
づ
き
行
う
も
の
と
す
る
。


